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お食事・お飲み物（ソフトドリンク）を準備して、先生方・
会員の皆さまのお越しをお待ちしております。
豪華な景品が当たる恒例のビンゴゲームも行います。
母校創立50周年事業と耐震化工事で少し雰囲気の変わっ
た食堂で、懐かしのメニューを食べませんか。

日時 平成26年５月10日（土）
 12：00～14：00
場所 箕面高校食堂　

なお、今年の卒業成人式は 	“29期生”  です。
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会光 楓 会 総

第49回

第48回
総会風景
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光
楓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
清
勝
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。ま
た
、
平
素
の
光
楓
会
活
動
に
ご
協

力
・
ご
支
援
賜
わ
り
心
よ
り
感
謝
し
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
・
春
、
光
楓
会
活
動
に
長
年
ご
尽
力
下

さ
っ
た
松
尾
光
明
氏
が
、
体
調
不
良
の
為
、
そ
の
任
を
辞

退
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
光
明
氏
は
、
一
期
の
杉
迫
義
昭
氏
が
会
長
の
頃
に

は
副
会
長
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
会
長
と
な
ら
れ
、

合
わ
せ
て
三
十
三
年
間
に
渡
る
長
い
年
月
を
、
そ
の
運
営

に
携
わ
っ
て
下
さ
り
、
光
楓
会
＝
松
尾
と
言
っ
て
も
過

言
で
無
い
程
に
、
大
き
な
存
在
で
居
て
下
さ
っ
た
の
で
す

が
、母
校
創
立
五
十
周
年
を
機
に
、退
任
を
望
ま
れ
ま
し
た
。

　

我
々
、
長
年
共
に
活
動
し
て
き
た
役
員
に
と
っ
て
は
、

ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で
、
当
然
な
が
ら
お
引
止
め
を
し
た

の
で
す
が
、
松
尾
氏
の
決
意
は
固
く
、
会
長
交
代
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

全
役
員
の
改
選
は
、
二
年
に
一
度
で
、
次
回
は

二
〇
一
四
年
の
春
な
の
で
す
が
、
会
長
辞
任
の
為
、
副
会

長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
四
期
の
金
子
晴
美
が
新
会
長

に
就
任
、二
〇
一
三
年
の
総
会
で
承
認
頂
き
ま
し
た
。

　

松
尾
光
明
氏
に
は
、
本
当
に
長
い
間
の
ご
貢
献
に
感
謝

し
、深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
五
十
周
年
は
、
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
し
た
。光

楓
会
の
五
十
周
年
は
二
〇
一
五
年
に
や
っ
て
参
り
ま
す

が
、役
員
一
同
協
力
の
も
と
に
、ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、今
後

の
光
楓
会
を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
秋
十
月
に
光
楓
会
名
簿
八
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。作
成
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
支

援
を
賜
わ
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

制
作
を
委
託
し
て
お
り
ま
す
業
者
「
サ
ラ
ト
」さ
ん
か

ら
の
営
業
電
話
で
不
愉
快
な
思
い
を
受
け
た
と
一
部
の

方
か
ら
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。せ
っ
か
く
の
愛
す
べ
き
母

校
の
同
窓
生
名
簿
の
イ
メ
ー
ジ
が
残
念
な
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
サ
ラ
ト
」さ
ん
は
、
不
行
届
き
な
点
を
大
変
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
と
詫
び
ら
れ
、
今
後
の
ス
タ
ッ
フ
の
指

導
を
徹
底
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
強
引
な
購
入
活
動
で
あ
っ
た
り
、
光
楓
会
が

直
接
電
話
を
し
て
い
る
か
と
誤
解
を
招
く
よ
う
な
言
い

方
で
あ
っ
た
り
等
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
気
を
悪
く
さ

れ
た
皆
様
方
に
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。今
後

の
運
営
に
よ
り
注
意
を
払
っ
て
気
を
つ
け
て
参
り
ま
す
。

　

先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年
に
は
光
楓
会

発
足
五
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

　

母
校
か
ら
巣
立
っ
た
同
窓
生
が
、
す
で
に
約
二
万
二
千

人
に
も
な
り
ま
す
。各
界
、
多
方
面
で
ご
活
躍
の
方
も
沢

山
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
出
会
う
機
会

も
多
く
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
は
、
や
は
り
嬉
し
く
な

り
、よ
り
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
母
校
の
発
展
と
共
に
、
我
々
卒
業
生
皆
様

の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
光
楓
会
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

民
間
人
校
長
の
任
期
も
あ
と
僅
か
に

な
り
ま
し
た
。や
り
残
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
た
く
さ

ん
の
大
切
な
人
と
出
会
い
、
一
緒
に
仕

事
で
き
た
こ
と
は
存
外
の
喜
び
で
す
。

自
主
自
律
・
和
親
協
力
の
伝
統
と
文
化

に
育
ま
れ
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
と
豊

か
な
多
様
性
の
中
に
、
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
感
じ
さ
せ
る
学
校
に
巡
り
合

え
た
幸
運
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
は
、
気
負
い
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。変
化
を
創
る
こ
と
が
民

間
人
校
長
の
第
一
の
使
命
と
考
え
て
い

た
の
で
、先
ず
、か
た
ち
か
ら
入
っ
て
、

皆
さ
ん
の
協
力
の
下
で
分
掌
組
織
改
編

を
行
い
ま
し
た
。今
か
ら
思
え
ば
、
自
分

で
も
驚
く
ほ
ど
強
い
決
意
で
し
た
。変

わ
れ
ば
違
う
世
界
が
見
え
て
く
る
、
と

い
う
の
が
今
も
変
わ
ら
ぬ
信
念
で
す
。

　

２
年
目
は
、
子
ど
も
た
ち
を
近
く
に

見
る
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。創
立
50
周

年
記
念
事
業
、
初
め
て
の
６
月
体
育

祭
、
進
学
、
部
活
、
行
事
に
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
が
目
立
ち
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

に
あ
ふ
れ
た
１
年
で
し
た
。こ
の
素
晴

ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校
は

何
が
で
き
る
か
と
、
真
剣
に
考
え
た
の

も
こ
の
頃
で
す
。

　

現
在
「
良
い
授
業
の
追
求
」を
重

点
目
標
に
掲
げ
取
組
ん
で
い
ま
す
。

授
業
は
学
力
向
上
の
基
本
で
あ
る
ば

か
り
か
、
生
徒
と
先
生
の
対
話
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。打
て
ば
響
く
信
頼
関
係

を
ベ
ー
ス
に
し
て
授
業
は
高
み
を
め

ざ
し
、
対
話
は
学
校
中
い
た
る
所
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。本
校
の
活
気
と
勢
い

の
源
で
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
を
は
じ
め
箕
面
高
校

を
愛
す
る
多
く
の
人
た
ち
に
助
け
ら

れ
、
素
直
で
明
る
い
子
ど
も
た
ち
に
囲

ま
れ
て
、
幸
せ
な
３
年
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。多
く
の
大
切
な
人

に
出
会
わ
さ
れ
る
人
生
の
縁
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
光
楓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

松尾前会長（左）と金子会長（右）

箕
面
高
校
の
３
年
間
を
振
り
返
っ
て

箕
面
高
校
校
長　

橋

本

勇

治

松
尾
会
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

光
楓
会
会
長　

金

子

晴

美
（
四
期
生
）
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５
期
同
窓
会
報
告

５
期
８
組　

津
留
和
夫

　

５
期
同
窓
会
は
、随
分
昔
に
東
京
在
住
者
を
中

心
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、地
元

の
大
阪
で
は
一
度
も
実
施
し
た
こ
と
が
な
く
、ほ

か
の
期
が
次
々
と
同
窓
会
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
を
光
楓
会
報
で
知
り
誰
も
が
う
ら
や
ま
し
く

思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
８
組
の
成
田
君

が
60
歳
に
な
る
年
で
も
あ
る
の
で
同
窓
会
を
し

な
い
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。初
め
て
の

こ
と
も
あ
り
最
初
は
７
︐
８
︐
９
組
の
Ｓ
ク
ラ
ス

に
絞
っ
て
同
窓
会
を
実
施
し
、そ
れ
を
基
盤
に
箕

面
高
校
50
周
年
の
年
に
５
期
全
体
の
同
窓
会
に

発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｓ
ク
ラ
ス
同
窓
会
を
平
成
23

（
２
０
１
１
）年
４
月
30
日
（
土
）、
ハ
ー
ビ
ス
大

阪
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪
で
開
催
し
ま

し
た
。当
日
は
、
担
任
の
先
生
で
は
鈴
木
康
嗣
先

生
に
参
加
頂
き
約

40
数
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。約
40
年

ぶ
り
の
再
会
で
最

初
は
お
互
い
の
変

わ
り
様
に
驚
き
、

昔
話
に
花
を
咲
か

す
う
ち
に
し
だ
い

に
高
校
時
代
に
も

ど
り
会
場
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。そ
の
勢
い
で

２
次
会
、
３
次
会

と
時
を
忘
れ
て
話

が
続
き
終
電
に
駆
け
込
む
形
で
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
５
期
全
体
同
窓
会
を
平
成
24

（
２
０
１
２
）年
11
月
24
日
（
土
）、
同
じ
ハ
ー
ビ

ス
大
阪
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪
で
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
９
人
の
担
任
の
先
生
の
中
で

高
橋
先
生
と
鈴

木
先
生
の
お
二

人
に
参
加
頂
き

ま
し
た
が
、全
体

で
90
名
あ
ま
り

の
参
加
と
な
り

大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

60
歳
に
な
っ

て
や
っ
と
同
窓

会
実
施
と
大
変

遅
く
な
り
、
担

任
の
先
生
方
の

中
に
は
既
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
も
あ
り
、
ま
た
、
お
年
の
た
め
参

加
頂
け
な
か
っ
た
先
生
方
も
お
ら
れ
た
こ
と
が

残
念
で
し
た
が
、我
々
に
と
っ
て
今
後
の
人
生
に

と
っ
て
少
し
で
も
励
み
に
な
っ
た
の
で
は
と
思

え
ま
し
た
。

　

 

11
期
同
窓
会
報
告

11
期
10
組　

原
田　

豊

　

２
０
１
３
年
９
月
15
日
（
日
）
午
後
12
時

よ
り
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に

て
、
卒
業
生
１
３
５
名
と
杉
本
憲
治
先
生
、

石
山
邦
彦
先
生
、
村
上
万
里
先
生
３
人
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
11
期
生
第
４
回
同
窓
会
を

盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
３
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
最
後
に
結
婚
式
用

の
写
真
室
で
二
手
に
分
か
れ
て
、
プ
ロ
級
の

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

の
２
次
会
に
は
１
１
１
名
が
参
加
し
、
久
し

振
り
の
再
会
に
夜
遅
く
ま
で
昔
話
、
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

11
期
生
同
窓
会
は
１
９
９
７
年
に
第
１
回
を

開
催
し
、
２
０
０
５
年
か
ら
は
４
年
に
１
回
の

割
合
で
実
施
し
て
お
り
、
次
回
は
２
０
１
７
年

に
還
暦
記
念
同
窓
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

サッカー部50周年
　昨年、母校が創立50周年を迎えると同時に、サッカー部
も50周年を迎えることができました。これは、ひとえに母
校のご支援とご協力の賜物と感謝しております。
　サッカー部も、50周年記念式典をホテル阪神にて開催
し、歴代の顧問ならびに部長の先生方・多数のOB・OG
に参加して頂き、
盛況のうちに式典
を終えました。当
日は、現役時代の
思い出話に花が咲
き、交流を深める
ことができました。

アメリカンフットボール部50周年
　SPIDERSは1963年箕面高校創立と同時にタッチフッ
トボール部として創部され、1969年にアメリカンフッ
トボール部に改組され、2013年に50周年を迎えました。
　萩原OB会長のリーダーシップの下、OBと歴代顧問の
先生の力をお借りし2013年2月9日池田市民文化会館で
式典を開催いたしました。
　当日は1期生から47期生まで100名ほどのOB・OG、山
本先生・大野先生・中川先生・桐原先生・池谷先生の歴
代顧問の先生
方、来賓として
橋本校長先生・
宍戸前校長先
生・井上元校
長先生にもご
参加頂き盛大に行うことができました。
　SPIDERSのOBは卒業後も大学・社会人で活躍する人
材を多く輩出し、アメリカンフットボール界では強豪校
として知られる存在ですが、春の関西大会の最優秀選手
に贈られる斉藤良二杯を獲得した選手が未だ現れていま
せん。今後、後輩が斉藤良二杯を獲得することを期待し、
楽しく式典を終えることができました。
　（当日、斉藤良二先生が体調不良で参加して頂けなかっ
たのがとても残念でした）

同 期 会 報 告

母校創立50周年にあわせて
クラブ同窓会が行われました。
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司会：桂九雀さん（14期）・鴨鈴女さん（14期）
挨拶・なつかしの写真投影とコメント、大記念撮影大会、現在の活動紹介

（ダンス部DVD）、ジャンケン大会、校歌合唱など

平成24年
10月27日
（土）

ホテル阪急インターナショナルにて　275名参加

創立50周年記念祝賀会

母校創立　　周年
記念行事ハイライト

カンパーイ！

ジャンケ
ン！

母校創立　　周年50 



（ 5 ）       21 号　光楓会報

箕面市民会館グリーンホールにて　全校生徒教職員と来賓多数参加

　今回の記念事業として、
食 堂 の 改 修 を 行 い ま し
た。それに先立ち、平成
21年 度 に そ の 一 環 と
し て 前 倒 し で 講 義 室

（2教室）と国際交流セ
ンターに空調設備を設
置しました。
　食堂の改修につきまし
ては、これからますます増え
るであろう国際交流の場として、
及び学年懇談会や講演会の場としても使用
できるよう、また、第二視聴覚教室としての
役割も果たすことができるように以下のよ
うな改修を行いました。

①天井、壁の改修　②机（テーブル）の更新　③空調設備3台設置　④放送設備の設置
④パーテーション（間仕切り）の設置　⑥プロジェクターの設置　⑦スクリーンの設置

第一部　記念式典
　式辞、挨拶、喜びのことば、記念事業紹介など

第二部　講演と落語
　桂九雀さん（14期）による講演と落語

第三部　音楽会
　メイプルフィルハーモニックオーケストラ・
　本校吹奏楽部・本校音楽選択生徒による音楽会

50周年記念事業　―食堂の改修―

母校創立　　周年
記念行事ハイライト

創立50周年記念式典

50 
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　2005 年より国際教養科と普通科合同で海外修学旅行を実施
しています。 これまでグアム、タイ、マカオ、マレーシア、台湾、
シンガポールなど、行き先は年によって異なっていましたが、
ここ 3 年間はマレーシアに行っています。
　今年度は 10 月 28 日の朝、直行便とシンガポール乗り継ぎ
便の 2 団に分かれて出発しました。 2 日目はＢ＆Ｓプログラ
ム（班に分かれて地元大学生の案内でクアラルンプール市内
観光）の後、夕食をとりながら民族舞踊ショーを楽しみまし
た。 3 日目はホームビジット、トレッキング、マリンスポー
ツの中から 1 つを選択し、体験学習をしました。4 日目は地
元の高校を訪れて交流を持ち、午後からは市内観光とマーケッ
トでの買い物を楽しみ、夜にクアラルンプールを出て翌朝全
員無事に関空に到着しました。

①短期留学
　現在箕面高校では、短期海外研修を夏休みの期間を利用し行っ
ています。オーストラリアとニュージーランドへ隔年、イギリス
とアメリカへ隔年で行っており、毎年 2 カ国へ派遣しています。
箕面高校の海外研修の目玉は、海外で大学を経験するということ
です。オーストラリア、ニュージーランドでは高大連携を行い、
実際に大学の講義を受け、単位を修得します。そしてイギリスで
は名門オックスフォード大学で研修を受けることができます。短
期留学に参加した生徒たちは、現地の高校生や、その他の国々か
らやってくる留学生との交流やホームステイに加え、このような
経験をすることでより一層英語学習に対するモチベーションを高
めていきます。これからもさらに中身の濃い、そして新しい短期
留学を生徒たちに提供していきます。

②授業
　今年最も取り組んだことに授業改革があります。大阪府の「使
える英語プロジェクト」の G3 に指定され（大阪府で英語教育に
力を入れる高校トップ 5）、3 年目の今年はプロジェクトの集大成
となります。生徒が、「自分の意見や主張を英語で表現できるこ
と」を最終目標に 4 技能（Listening, Speaking, Reading, Writing）
をバランスよく取り入れながら授業を展開しています。具体的に
は電子黒板の導入や、外国人英語教師の活用が挙げられます。そ
して成果発表の場でもある校内スピーチ発表会では、年々生徒の
話す英語のレベルが上がっていることが分かります。

母校では現在運動系19、文化系15、計34の
クラブが活動し、青春を謳歌しています。全国
以上の大会に出場したクラブには、光楓会から
お祝い金を贈っています。

■ 全国大会等出場クラブ（最近５ヶ年）
　 2009 年度 水泳部（インターハイ出場）
　 2010 年度 放送部（全国大会出場）
　 2011 年度 美術部（全国大会出場）
 ダンス部（全国大会出場）
 アメリカンフットボール部（全国へ選抜選手出場）
　 2012 年度 ダンス部（全国大会出場）
　 2013 年度 放送部（全国大会・NHK 杯全国大会出場）
 ダンス部（全国大会・世界大会出場）

合格者数 主な大学

国
公
立
大

現　役 44 名
北海道大、大阪教育大、神戸大、奈良
女子大、国際教養大、大阪市立大、神
戸市外国語大、等

既　卒 24 名 千葉大、金沢大、京都工芸繊維大、大
阪大、神戸大、大阪府立大、等

国公立大合計 68 名

私
立
大

現　役 467 名 早稲田大、上智大、関西学院大、関西大、
同志社大、立命館大、産近甲龍、等

既　卒 166 名 東京理科大、明治大、関西学院大、関
西大、同志社大、立命館大、等

私立大合計 633 名

 アメリカンフットボール部（全国へ選抜選手出場）

イギリス語学研修にて

箕面高校の英語教育

 2013年度入試　大学合格者数 （重複含む）

マレーシア修学旅行
（2013年10月28日～11月1日）

～母校情報～

授業風景

母校では現在運動系19、文化系15、計34の

進路状況
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旧　職　員

安　部　輝　明	（旧職員）
池辺（堀部）恭子	（旧職員）
石　山　邦　彦	（旧職員）
井　上　泰　子	（旧職員）
蔭　山　孝　幸	（旧職員）
加　集　允　子	（旧職員）
梶　山　尚　文	（旧職員）
春　日　一　成	（旧職員）
喜多村　宗　司	（旧職員）
佐　藤　憲　昭	（旧職員）
菅　沼　良三郎	（旧職員）
高　浦　　　昭	（旧職員）
辰　田　　　稔	（旧職員）
田名瀬　さゆり	（旧職員）
谷垣内　宏　之	（旧職員）
中　井　正　男	（旧職員）
中　西　由　伸	（旧職員）
藤　井　啓　文	（旧職員）
細谷（吉良）康美	（旧職員）
松　井　伸　英	（旧職員）
宮　城　弘　善	（旧職員）
村　岡　輝　一	（旧職員）
山　本　一　寿	（旧職員）

正　会　員

松村（伊藤）節子	（	1	期①）
大　野　朱　美	（	1	期①）
西田（岡村）和子	（	1	期①）
稲葉（木原）民江	（	1	期①）
山本（重吉）和子	（	1	期①）
岩　佐　　　環	（	1	期②）
加藤（越智）康恵	（	1	期②）
建川（田原）和子	（	1	期②）
岩﨑（古谷）幸子	（	1	期②）
藤原（石川）久子	（	1	期③）
阿部（金子）正江	（	1	期③）
谷川（宮本）京子	（	1	期③）
井上（森田）明美	（	1	期③）
玉井（山田）美代子	（	1	期③）
星島（北野）愛子	（	1	期④）
猿田（松井）順子	（	1	期④）
渡　辺　敬　文	（	1	期④）
川野（熊谷）恵子	（	1	期⑤）
島　　　正　樹	（	1	期⑤）
林　　　哲　俊	（	1	期⑤）
三　戸　啓　光	（	1	期⑤）
南　　　則　夫	（	1	期⑤）
八十嶋　　　真	（	1	期⑤）
阪　口　　　勉	（	1	期⑥）
大津（千知岩）涼子	（	1	期⑥）
野口（浜地）憲子	（	1	期⑥）
岸　田　　　進	（	1	期⑦）
吉成（京極）豊美	（	1	期⑦）
小　林　眞　一	（	1	期⑦）
小山（行沢）宏子	（	1	期⑦）
杉　迫　義　昭	（	1	期⑧）
平　井　信　夫	（	1	期⑧）
吾郷（東谷）成子	（	1	期⑨）
松　谷　　　繁	（	1	期⑨）
森　島　孝　司	（	1	期⑨）
川　又　公　正	（	1	期⑩）
長　尾　正　憲	（	1	期⑩）
余　田　　　淳	（	1	期⑩）
角　　　正　夫	（	1	期⑪）
中　園　朋　宏	（	1	期⑪）
東　田　司　郎	（	1	期⑪）

保本（飯田）敬子	（	2	期①）
天　野　　　隆	（	2	期③）
梅　谷　元　樹	（	2	期③）
山口（中村）厚子	（	2	期④）
井　上　純　子	（	2	期⑤）
手島（小菅）サク子	（	2	期⑤）
佐野（竹林）和美	（	2	期⑤）
守　屋　　　治	（	2	期⑤）
山田（高橋）真理子	（	2	期⑥）
大本（梅村） 里	（	2	期⑦）
伴　　　登志夫	（	2	期⑦）
大久保　文　夫	（	2	期⑨）
森　　　祐　昭	（	2	期⑨）
森　田　容　生	（	2	期⑨）
植　田　富　雄	（	2	期⑪）
加　集　資　朗	（	2	期⑪）
宮　田　久　寛	（	2	期⑪）
並木（和田）良子	（	3	期①）
江　口　哲　郎	（	3	期③）
木原（片山）裕子	（	3	期③）
齊　藤　　　徹	（	3	期④）
織　田　康　男	（	3	期⑤）
松　居　　　正	（	3	期⑥）
石　川　　　洋	（	3	期⑦）
池田（田原）元子	（	3	期⑦）
中　西　良　治	（	3	期⑦）
藤　田　高　見	（	3	期⑧）
江　端　隆　夫	（	3	期⑨）
迫　田　英　行	（	3	期⑨）
能　勢　勝　義	（	3	期⑩）
蛭子谷　　　治	（	3	期⑩）
和久田　　　博	（	3	期⑩）
長　野　　　 	（	3	期⑪）
山口（茶谷）まゆみ	（	4	期①）
金　子　晴　美	（	4	期②）
大崎（丸岡）知佐子	（	4	期②）
佐川（村上）晴美	（	4	期②）
沢村（木村）都茂子	（	4	期③）
竹　原　　　暁	（	4	期③）
野　田　　　俊	（	4	期③）
安　田　敬　二	（	4	期③）
大　橋　健　二	（	4	期④）
和　泉　正　憲	（	4	期⑤）
江本（萩原）秀子	（	4	期⑤）
宮　崎　　　潤	（	4	期⑥）
長谷部（森本）裕子	（	4	期⑥）
藤井（鈴木）啓子	（	4	期⑦）
板　垣　　　健	（	4	期⑧）
大河原　　　治	（	4	期⑧）
野　村　美　明	（	4	期⑧）
坂　本　潤　一	（	4	期⑨）
二階堂　雄　次	（	4	期⑨）
安　藤　和　繁	（	4	期⑩）
宍　戸　俊　夫	（	4	期⑩）
庄　司　　　豊	（	4	期⑩）
松　尾　信　一	（	4	期⑩）
田家（遠藤）晴美	（	5	期①）
根来（谷田）えい子	（	5	期①）
君塚（宮崎）理絵	（	5	期②）
中　谷　恒　平	（	5	期③）
片岡（井上）葉子	（	5	期④）
上　原　和　夫	（	5	期④）
原　　　昌　嗣	（	5	期④）
久保田　哲　夫	（	5	期⑤）
小林（馬場）安代	（	5	期⑤）
岡　田　亮　一	（	5	期⑦）
大　森　保　男	（	5	期⑧）
津　留　和　夫	（	5	期⑧）
成　田　和　也	（	5	期⑧）

片　山　　　直	（	5	期⑨）
笹　部　和　成	（	5	期⑨）
藤　原　功　三	（	5	期⑨）
別府（照）真智子	（	6	期①）
本間（平林）晶子	（	6	期①）
緒方（吉中）隆子	（	6	期②）
富　田　謙次郎	（	6	期③）
田　尻　健　行	（	6	期⑥）
藤本（鳥居）尚子	（	6	期⑥）
大山（向山）恵子	（	6	期⑥）
稲　富　洋一郎	（	6	期⑦）
岡　本　眞　弘	（	6	期⑦）
島　田　　　聡	（	6	期⑦）
吉　川　岳　男	（	6	期⑧）
小竹（土橋）啓子	（	7	期①）
中務（宮崎）洋子	（	7	期①）
中永（畠山）美智子	（	7	期②）
植山（松本）邦子	（	7	期②）
酒　井　賢　二	（	7	期⑤）
齋　藤　巌　基	（	7	期⑥）
片山（竹内）久美子	（	7	期⑥）
矢野（武部）真理	（	7	期⑦）
服　部　隆　志	（	7	期⑦）
大　栗　靖　弘	（	7	期⑨）
菅　　　哲　也	（	7	期⑨）
下原口　美　貴	（	7	期⑨）
稲　毛　康　司	（	7	期⑩）
小　谷　直　樹	（	7	期⑩）
田　川　智香子	（	8	期①）
赤坂（山道）和子	（	8	期①）
松　田　富久子	（	8	期②）
吉川（中島）千惠子	（	8	期③）
今　村　武　司	（	8	期④）
松　本　郡　二	（	8	期④）
福　田　　　彰	（	8	期⑤）
内田（藤田）三穂	（	8	期⑤）
大　西　和　陽	（	8	期⑥）
増田（矢ケ崎）ゆふ子	（	8	期⑥）
小竹（森田）勇二	（	8	期⑦）
川内（遠藤）満由美	（	9	期①）
亀田（宮川）公子	（	9	期①）
辰野（鍵本）能子	（	9	期②）
西下（駒原）葉子	（	9	期②）
池　田　直　也	（	9	期③）
嶋　津　正　彦	（	9	期③）
佐藤（曽野）香代子	（	9	期④）
川　上　武　男	（	9	期⑤）
棚橋（原田）純子	（	9	期⑤）
中井（川口）邦貴	（	9	期⑥）
武　田　弘　之	（	9	期⑥）
小笠原　　　肇	（	9	期⑧）
富　岡　祥　浩	（	9	期⑧）
安　藤　裕　輔	（	9	期⑨）
松　尾　宏　生	（	9	期⑨）
太　田　哲　司	（	9	期⑩）
北　山　信一郎	（	9	期⑩）
小　坂　淳　彦	（	9	期⑩）
廣　本　　　禎	（	9	期⑩）
梶原（齋藤）久美子	（10期①）
島　田　生　子	（10期①）
嶋津（中本）宗子	（10期①）
橋爪（平井）啓子	（10期②）
青　木　史　子	（10期③）
大　呑　玲　子	（10期③）
長　沢　哲　志	（10期④）
野　津　弘　昭	（10期④）
内　藤　景　治	（10期⑦）
勝間田　昌　彦	（10期⑧）
森　　　勇　人	（10期⑧）

桐　山　健　一	（10期⑩）
今　西　隆　志	（11期②）
小　畠　俊　英	（11期②）
青木（堂後）昌代	（11期②）
牛丸（藤川）暁代	（11期②）
久　保　弥　生	（11期④）
堀　部　裕　一	（11期④）
岡　田　喜久子	（11期⑥）
柳田（木村）日実子	（11期⑥）
小畠（山羽）雅子	（11期⑦）
伊　藤　美　昭	（11期⑨）
北　田　秀　司	（11期⑩）
杉　本　直　広	（12期①）
赤田（木戸）裕子	（12期②）
細川（桑原）雅子	（12期②）
平田（杉村）和美	（12期②）
久　保　行　紀	（12期③）
川　崎　裕　章	（12期⑤）
山下（山口）響子	（12期⑥）
前　川　　　博	（12期⑧）
岸　田　　　卓	（12期⑨）
今　川　佳　光	（12期⑩）
濱　田　　　哲	（12期⑩）
大　西　則　宏	（13期②）
山本（山中）見希子	（13期⑥）
細田（加納）弘子	（13期⑧）
松　下　英　志	（13期⑨）
古　城　理　恵	（14期①）
畠中（林）久美子	（14期③）
北　川　正　治	（14期④）
夏秋（森本）悦子	（14期④）
千田（佐藤）朋子	（14期⑤）
福井（下浦）聖子	（14期⑧）
加　納　　　豊	（14期⑨）
桝　井　俊　彦	（14期⑨）
伊　丹　久　雄	（14期⑩）
上　田　仁　士	（14期⑩）
大　前　泰　三	（14期⑩）
中尾（佐谷）芙美	（15期①）
柴　　　直　哉	（15期①）
藤永（横井）晶子	（15期②）
鈴　木　幸　夫	（15期③）
吉田（田原）博子	（15期④）
塩井（廣田）千恵	（15期④）
肥田（矢野）真理	（15期④）
山　本　　　茂	（15期④）
浅　井　勇　生	（15期⑥）
谷（東）香里	（15期⑥）
木岡（西尾）佳子	（15期⑦）
米　田　　　円	（15期⑨）
石　崎　厚　史	（16期①）
辻　野　祐　司	（16期①）
名　越　良　昌	（16期②）
樫　原　麗　子	（16期③）
木田（水谷）佳代	（16期④）
鈴木（柚野）伸子	（16期④）
清　水　　　篤	（16期⑥）
下　原　伸　夫	（16期⑥）
里見（名出）道子	（16期⑥）
吉　村　勇　治	（16期⑨）
渡　 　祐　一	（16期⑨）
亀　山　周　郎	（16期⑩）
溝　口　泰　司	（16期⑩）
寺西（岸上）美砂子	（17期⑥）
渡部（山下）智子	（17期⑥）
桑　野　真　浩	（17期⑨）
小　林　敦　志	（17期⑩）
魚　住　和　正	（18期③）
木　原　和　恵	（18期⑧）

佐　藤　浩　光	（18期⑨）
池　田　幸　政	（18期⑩）
松　本　正　廣	（18期⑩）
沖　　　陽　一	（18期⑪）
越　岡　孝　年	（18期⑫）
上　鍋　公　二	（19期⑤）
井ノ本　眞由美	（19期⑥）
太　田　秀　一	（19期⑩）
西垂水　忠　光	（19期⑩）
荒　木　伸　彦	（19期⑫）
田尾（早稲田）栄子	（20期④）
明間（中川）理映子	（20期⑤）
石　畑　真　吾	（20期⑦）
伊　丹　亮　二	（20期⑩）
瀧　川　洋　一	（20期⑫）
中　本　　　浩	（21期②）
花　房　久　恵	（21期③）
黒　田　教　久	（21期⑧）
佐久間　　　勲	（21期⑪）
飯塚（奥芝）寿子	（22期⑩）
淺　田　雅　男	（22期⑪）
細　見　光　一	（22期⑫）
樋　口　正　剛	（23期⑤）
中野（奥村）友何	（24期①）
中　田　義　仁	（24期③）
多田（松村）映里	（24期⑧）
高　村　慶　宏	（24期⑨）
福　島　英　賢	（24期⑩）
蜂　屋　雅　弘	（25期⑦）
岸（松本）英華	（25期⑪）
山口（三吉）範子	（26期④）
坂　本　弘　明	（27期③）
福留（三上）香世	（27期⑨）
戸　川　由　美	（30期④）
吉村（西村）美穂	（30期⑥）
石破（江角）はな恵	（31期③）
髙瀬（岩見）千佳	（31期④）
清　水　隆　行	（31期⑥）
岡田（平）顕子	（32期②）
森（小川）恵美	（33期③）
廣　田　　　学	（33期④）
間　馬　崇　充	（33期⑦）
鳥　飼　彩　子	（33期⑨）
中　島　　　建	（34期⑩）
増　田　薫　人	（35期⑨）
松本（森泉）ひろみ	（36期②）
岡　本　真理子	（36期⑩）
澤　村　奈々恵	（38期⑧）
松　本　万里子	（41期④）
栗　山　由　貴	（42期④）
久布白　兼　紀	（43期③）
尾　﨑　礼　佳	（44期③）
森　　　雅　美	（44期③）
東　島　弘　実	（44期④）
松　尾　侑　実	（45期⑥）
和　田　弓　規	（45期⑦）
門　脇　俊　介	（45期⑧）
大　山　寿　美	（47期①）
山　元　克　輝	（47期②）
稲　葉　由　起	（47期③）
藤　田　早　織	（47期⑥）
名　定　周　平	（47期⑧）
匿　名　希　望
匿　名　希　望
匿　名　希　望

総　数　　　336名

会報発行協力金振込者名簿（光楓会報20号発行以降）
平成26年1月29日現在

（敬称略）



光楓会報　21 号       （ 8 ）

第17号の会報誌より「A4サイズ／8ページ」となり、多くの情報を掲載する
ことが可能となりました。母校の現状や光楓会活動の様子などを知って頂
き、光楓会員相互の絆がより一層深まれば幸いと考えております。

～光楓会事務局～

平成18年度から
名簿管理及び、光楓会報の作成・発送を
㈱サラトに委託しています。

ご注意下さい!!ご注意下さい!!
◆同窓会の名前を用いて、新聞への広告依頼やさまざまな勧誘の
電話があるようです。このような業者と同窓会は無関係であり、同
窓会が正式に契約しているのは㈱サラトのみです。どうか、対応に
ご注意いただき、不審な電話にはきっぱりとお断りいただきますよ
うお願い致します。

編集
後記

　時々訪れる母校の木々が立派に育っているのを見る度に、創立五十周年を迎えた歴史を感じます。全員が頑張ってたすきを繋ぐ
駅伝のように、私達も新しい会長を先頭に次の区間へたすきを渡せるように、光楓会発会五十周年へ向けて進みたいと思います。

　   各種お願い
■ 同期会、クラブOB･OG会、クラス会等情報をお寄せください
　今後の活動の参考にさせていただくとともに、次号の会報に掲載させていただきます。
■ 光楓会から各期会の支援について
　光楓会員が同期会を開催する場合に支援をしています。支援内容は主に宛名シールの打ち出し（名簿管理会社㈱サラトに依
頼）ですが、開催準備や会場などもお気軽にご相談下さい。なお、支援を受けた同期会は報告をお願いいたします。
　支援をご希望される方は箕面高校内光楓会にお問合せください。（各役員宛もOKです）

　   住所不明者調査にご協力を！
　平成25年10月に名簿第8号を発刊いたしました。その際かなりの
調査を行いましたが、まだ約6,700名の住所不明者がおられます。
友人･知人･先輩･後輩でこの会報が届いていない方は、住所不明者で
す。もしこの会報が届いていない同窓生がおられましたら、至急光楓
会までご連絡下さい。ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　   各種お願い　   各種お願い

【協力金のお願い】
光楓会報の発行は、卒業生の皆様方から
の協力金によって支えられています。

2,000 円 より
同封の振込用紙にてお振り込みください。
これからも引き続いて定期的に光楓会報
が発行できるよう皆様のご協力を

お願いいたします。

　   住所不明者調査にご協力を！　   住所不明者調査にご協力を！
連 絡 先

〒562－0004
箕面市牧落4－8－66　箕面高等学校内　光楓会宛
E-mail：office@kofukai.gr.jp

光楓会 発会50周年
記念パーティ開催！
平成27年（2015年）

5月9日（土） または 10日（日） 予定
日時や会場など詳細は決まり次第、会報や光楓会ホームページでお知らせします。


